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成 果 の 概 要 
物質—細胞統合システム拠点 

特定拠点助教 高野勇太 
 
 今回私が参加した第１７回ナノチューブ・低次元系材料研究応用国際会議は、ナノ

チューブ及び関連した小分子（フラーレン等）を主テーマとして毎年開催されている

国際学術会議です。講演内容は先端材料化学からナノテクノロジー、バイオ材料まで

多岐に渡り、世界各国から集まった研究者がこれに沿った研究発表を行い、活発な研

究討論が行われる。その中で今回、私は「金属内包フラーレン Ce@C82 の磁気異方性

による分子位置検知（和訳）」という題目で研究発表をいたしました。また、関連の研

究分野における研究発表の聴講を行いました。 
 金属内包フラーレン(Endohedral Metallofullerene)は、1991 年に単離が報告された、

フラーレンの内部空間に金属原子を包接するユニークな構造を有する分子であります。

その内部金属の種類や数に応じて、金属内包フラーレンは他に類を見ない電子的・磁

気的性質を示す。我々の研究グループでは、少量（１ミリグラム以下）しか合成単離

が成されて来なかった金属内包フラーレンの製法改良を行うことにより、新規な化学

修飾法開発や分子機能化に関し、種々の成果をこれまでに報告してきています 
 今回の発表では、常磁性を有する金属内包フラーレンの一つである Ce@C82 のラジ

カル反応性解明を行い、内部 Ce 原子が有する f 電子スピンに起因する分子特性を明ら

かにした。詳細な解析により、f 電子由来の磁気異方性が周辺原子の 1H-NMR シグナ

ルに影響を与えることを確認し、理論計算を基に得られた分子構造情報および磁気的

特性を組み合わせることで、NMR シグナルシフトの大きさから、フラーレン周辺の各

種原子位置を同定し得る「分子センサー」として機能することを見出しました。 
 本国際会議では、近年注目を集めているナノ炭素材料であるカーボンナノチューブ

をはじめ、フラーレンやグラフェン、またそれらに金属原子を複合化させた分子材料

について、基礎物性から応用に至る研究成果についての発表と議論が活発になされま

した。私の発表においても、アジア・米欧各国の研究者らとともに発な質疑・議論に

よって金属内包フラーレンの化学修飾法研究における最先端の意見交換と情報共有が

達成できました。また、他演者の発表内容を通して、当該研究領域の現況やトレンド

の理解につながりました。これらは、今後の研究進展の方向性に、大きな示唆を与え

てくれるものとなりました。 
 京都大学教育研究振興財団のご助力によりこのような貴重な機会を与えていただき、

心より感謝を申し上げます。 


